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大場 史也（数学教育コース） 
打って反省、打たれて感謝 
 
１．教育を考える一言 
 私が取り上げる教育を考える一言は、「打って反省、打たれて感謝」です。この一言は剣道にお
ける格言のようなものですが、教育の道にも通ずるものがあると思い、この一言を取り上げまし
た。 
 
２．背景 
 私は剣道を小学生の頃から 10 年以上続けています。剣道に限らず武道には、「礼に始まり礼に
終わる」という精神があり、「礼法」を特に重要視しています。 
試合の前の高ぶる気持ちや、激しい攻防の後の心理的興奮などを抑えて、正しい形で丁寧な「礼」
を行うこと武道には求められます。「礼」を重んじ、その形式に従うことは、自己を制御するとと
もに相手を尊重する態度を形に表すことであり、人間形成にとって重要な素地であると、私は思
います。また、武道における試合を行う者同士の関係は、「道」（人間としての生き方、在り方）
を共に学びあう仲間同士であり、敵と味方といった、対立的なものではないという考え方があり
ます。例え勝負に勝ったとしても、自分が勝つことのできた試合を成立させたのは、共に学びあ
う相手があったからであり、目指すべき真の目標は勝敗ではなく、人格形成としての「道」を極
めることです。 
 以上に述べたような武道（剣道）の精神を端的に表している言葉が、「打って反省、打たれて感
謝」だと思います。正確に打突ができた場合でも、本当に正しい心で無駄なく打ち込めたかを常
に反省し謙虚に自己の研鑽に努め、逆に相手に打たれた場合は、自らの隙を教えてくれた相手に
感謝の気持ちを持ち、自らの向上に生かしていこう、という精神です。私は、高校時代の部活動
の顧問の先生からこの言葉を教わり、以後、この言葉は私の人生におけるスローガンになりまし
た。 
 
３．考察 
 「打って反省、打たれて感謝」の精神は、教育においては「心を開き素直な態度で相手を敬い、
謙虚に相手から学び続けていく」という姿勢に置き換えることができると思います。教育は決し
て一人ではできず、人と人の営みの中から生まれ、お互いに影響を及ぼしあっていくものです。
例えば教師と生徒という立場から考えた場合は、教師が授業中に何かを間違い、それを生徒に指
摘された際に、教師は不遜な態度をとったりせずに、「生徒から教えてもらった。」と、謙虚に学
ぼうとする姿勢が大切だと思います。 
 「打って反省、打たれて感謝」の精神を、今後教育に携わる多くの人に実践してもらえればと
思います。 
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